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１．はじめに 

2014 年 11 月 22 日 22 時 8 分，気象庁マグニチュー

ド 6.7 の大規模地震が長野県北部で発生し，多くの木

造家屋に被害を与えた．木造家屋の倒壊は長野県白

馬村神城地区に集中したが，震央からの距離はおよ

そ 5.4km である．一方，神城地区以外では木造家屋

の被害は集中して見られず，近接する K-NET 白馬で

の震央距離は 2.7km である．そこで本研究では，長

野県神城断層地震を対象に，神城地区における地震

動推定を行うとともに，建物被害との関係性につい

て述べる．本研究では地震動推定を行うにあたり，

常時微動観測データを用いる．そのため，図 1 に示

す白馬村神城堀之内，田頭，三日市場地区において

常時微動観測を行う． 

 

２．地震動推定法 

地震被害に大きな影響を与えているものとして，

対象地区の地盤動特性，地震動特性，構造物特性が

挙げられ，地震動特性に関してはパラメータとして

震源特性，伝播経路特性，サイト増幅特性がある．

これらを利用し様々な地点での地震動を推定するこ 

 

 

 

 

とが行われているが，本研究では観測が比較的容易

に行うことができる常時微動観測を利用した地震動

推定を行う．常時微動を利用し地震動の推定を試み

る研究は多く行われており，例えば丸山ら 1)は，地

震観測点における地震記録と常時微動観測結果に基

づいて，近傍の地震観測点の加速度波形およびフー

リエスペクトルを推定し，実際の記録と比較した．

その結果，短周期成分以外ではかなりの精度で推定

が可能であることが確認できた．しかし，短周期成

分に関しては，波形推定が高い近似を示すのに対し

て，スペクトル推定は精度が低下することがわかっ

た．次に，原田ら 2)は地震動と常時微動の H/V スペ

クトルは完全に一致しないとし，地震動と常時微動

の H/V スペクトルは完全に一致させるような補正係

数の定義・モデル化を行なっている．その後，堀川

3)によって補正係数の修正が行われ，さらなる精度の

向上を図っている．本研究では，堀川推定法を用い

て対象地区の地震動を推定する．丸山らの定式化で

は，地震動と常時微動の H/V スペクトル比は等しく，

かつ 2 地点間の地表面鉛直地震動のスペクトル特性

は等しいという仮定のもと，推定点及び地震観測点

の 2 地点間の常時微動 H/V スペクトル比の比が相対

的な増幅度としている．この式を基に，堀川推定法

では次式のような補正係数を加える． 

൬
ܪ
ܸ
൰
ெ

ா
ைൗ

ൌ
൫ܪ ܸൗ ൯

ெ

ா

൫ܪ ܸൗ ൯
ெ

ை ൌ ߙ ∙ ߚ ∙
൫ܪ ܸൗ ൯

ா

ா

൫ܪ ܸൗ ൯
ா

ை ൌ ߙ ∙ ߚ ∙ ாܸ
ை

ாܸ
ா ∙
ாܪ
ா

ாܪ
ை 

ここで，上の添字の E及び Oは推定点，地震動観測

点，下の添字のM及び Eは常時微動，地震動を表す．

α，βはそれぞれ振幅，ピーク周期に関する補正係数

とする． 
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図 1 観測地点 
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３．推定結果  

堀川推定法を用いて推定した加速度時刻歴波形の

一部を図 2 に，各地点の最大加速度を図 3 に示す．

本手法では位相を考慮しないため，測点間の波形形

状を評価することはできないが，最大加速度は測点

間でも違いが見られ，site-01，site-02，site-17 などで

大きな値となった．K-NET 白馬の最大加速度は

560(gal)であるのに対して，site-02 では 600(gal)超，

site-17 においては約 800(gal)となる結果が得られた． 

ここで site-02，site-17 周辺は，被災地域の中でも全

壊した家屋が多く，建物被害が集中した地点であっ

た．そのため本研究での結果は木造家屋の被害状況

と調和的であると言える．また，常時微動 H/V スペ

クトル比と地震動 H/V スペクトル比を比較したもの

を図4に示す．ピーク形状は比較的似ているものの，

スペクトル値に関してみれば，常時微動 H/V スペク

トル比に対し，推定地震動 H/V スペクトル比のほう

が大きくなっており，K-NET 白馬よりも全般的に増

幅大となる傾向が見られた． 
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図 4 常時微動 H/V スペクトル比と地震動 H/V スペ

クトル比の比較(青線：常時微動 H/V スペクト

ル比，黒線：地震動 H/V スペクトル比) 

図 2 各地点における地震動推定(横軸：時間(s)) 
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図 3 各地点における最大加速度 
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